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目的 

本グループは小学校高学年～中学生のASD児者を対

象とした療育プログラムの開発に取り組んでおり、2020

年度は、自己主張と他者受容のバランスをねらいとした

活動を行った。しかし、1月の活動では話し合い場面で

プログラムとは関係ない遊びや行動が多く見られた。そ

こで、本研究では、よりよい療育プログラム開発のため

に、1月のプログラムに焦点を当て、観察された行動や

場面を記述し、質的に分析・検討することを目的とした。 

 

方法 

2020年10月～2021年3月の間、本療育プログラム

を実施した小学校高学年～中学生のASD児者５名が参

加しているグループを対象とした。療育プログラムは月

1回、120分の活動であった。1月の話し合い場面でプ

ログラム外の行動が顕著に見られた観察情報を記述し、

2月、3月での類似した場面を抽出し、比較・検討を行

った。メインプログラムの内容を表1に示した。 

月 プログラム 内容（話し合い場面）

1月 スポーツチャンバラ
ルール説明・①対戦人数決め・②対戦相手決め・③オリ

ジナルルール決め

2月 集団ジェスチャーゲーム ルール説明・①役割決め・②配役決め

3月 転がしドッジボール ルール説明・試合前の話し合い（①前・②中・③後）

表1　各月の分析対象となったプログラムと内容

 
  

結果 

対象児の活動の行動と場面をビデオカメラで記録し、

映像を基に対象児の会話や様子の分析を行った。各月の

活動時における全体での様子を表２に、１月の活動にお

ける参加児の様子を表３に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

話し合い場面における分析結果より、話し合いの目的

が不明瞭で時間が長くなると全体のまとまりが崩れるこ

とが明らかになった。一般的にASD児は、見通しをも

って活動することに困難を抱えているとされているため、

プログラム作成時に項目を時間で区切り、終了時間を提

示することで見通しをもたせていた。しかし、今回の検

討より、時間という枠組みよりも、一つ一つの話し合い

場面における目的の明確さが重要であることが示唆され

た。今回取り上げた3つの活動月のプログラムでは、話

し合い活動の促進という全体目標はあったが、個々の場

面を見た際、子ども自身がその時々に何を目的に話し合

えばいいのかが不明確になっていたと思われる。今後の

展望として、プログラムの作成時において子どもにとっ

て目的が明確になる場面や活動を考えて、プログラム全

体の目標を掲げるほうがよいということが考えられる。 
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